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　　毎年６月の環境月間に合わせ、「環境の日グリー
ンライトアップキャンペーン」が全国一斉に行われ
ました。
　「未来へ向けて緑の光が灯る頃　かけがえのない
世界が輝きだす」のテーマの下、日本各地のランド
マーク施設のライトアップカラーが、環境をイメー
ジした「グリーン」に変わるもので、市内では平戸城
と幸橋が緑色にライトアップされました。
　また当日は、ハッシュタグ企画で日本中のＳＮＳ
がグリーンのランドマークで彩られました。

６ 環境の保全をＰＲ５
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太宰治の名作を平戸弁で

　平戸オランダ商館で特別企画「桜桃忌に逢いま
しょう」が開催されました。
　この日は、「平戸弁で読む『走れメロス』」、「桜桃」
の朗読が行われました。走れメロスを平戸弁に翻訳
した西日本新聞平戸支局の福田章支局長は「平戸市
内でも地域で方言が異なり、太宰治が込めた思いが
平戸の皆さんに伝わるよう言葉を選んだ」と話しま
した。その後、参加した太宰治ファンの皆さんは、
作品との出会いや好きな物語、思い出などについて
語り合い、太宰治に想いを馳せました。
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５ 日本初の茶畑の茶葉を献上

　栄西禅師が持ち帰った茶の種を植え栽培方法を伝
えたとされる、日本最初の茶畑・冨春園に隣接する
千光寺で、献茶会が行われました。
　平成30年で長崎県主催の献茶式が終了しました
が、この伝統を残そうと、松浦市、佐々町、佐世保
市の生産者でつくる「ながさきグリ茶研究会」により
復活しました。
　田中宗寛住職の読経の後、県北地区の生産者が一
番茶を奉納し、製造が無事に終了したことを報告し
ました。
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　生月地区まちづくり運営協議会事務所・海風で、
「益冨捕鯨と生月」が開催されました。
　江戸時代、日本最大規模の鯨組として名を残した
生月の「益冨組」の歴史を辿るイベントとして、益冨
家、生月勇魚捕唄保存会および生月町博物館島の館
の協力のもと、生月地区まちづくり運営協議会の主
催で行われました。
　参加者は、島の館・中園成生学芸員の講演で益冨
組の歩みを学んだ後、普段は非公開の益冨家住宅内
を見学し、勇魚捕唄を観賞しました。

捕鯨で栄えた歴史を辿る５
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　崎方公園で、徳川家康の外交顧問として重用され、
平戸で生涯を終えた三浦按針ことウィリアム・アダ
ムスを偲ぶ「第27回按針忌」が開催されました。
　主催の国際交流HIRAの会の井上隆会長は、按針
の功績とともに「按針忌を通じて、多くの人と出会
いがあった。これまでの縁に感謝して、この式典を
続けていきたい」と献辞を述べました。また、松浦
家第41代当主で、茶道鎮信流の松浦章ご宗家によ
りたてられた茶が献茶され、参列者も墓石前の祭壇
に故郷イギリスの国花であるバラを献花しました。

５ 三浦按針の偉業を偲んで28

　平戸市役所３階会議室で、令和４年度平戸市介護
職人材確保支援事業賞賜金交付式が行われました。
この事業は、市内における介護職の人材確保のため、
平成30年度から行われています。
　今回、新規就業者３人と継続勤務者４人、合計７
人の介護職従事者に、市長が賞賜金を手渡し、「私
も介護施設で母のお世話をしていただいており、介
護職の皆さんの献身的な姿には頭が下がります。平
戸市の高齢者のためにがんばってください」と激励
しました。

６ 介護に従事する人材を応援３

　

伝統の田助ハイヤ節を披露

　田助ハイヤ節伝承館で、田助ハイヤ節披露会が開
催されました。田助ハイヤ節保存会の皆さんが、太
鼓や三味線の軽快なリズムと力強い歌声に合わせた
踊りを披露し、観覧した地域住民の皆さんから大き
な拍手が起こりました。
　保存会の岡山会長は「田助ハイヤ節は長崎県指定
無形民俗文化財にも登録されている地域の宝。伝統
を引き継いでいくために、地域の皆さんの協力をお
願いしたい」と挨拶。その後、来場者も加わって「田
助ハイヤ節」と「平戸音頭」を踊りました。
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６ 安心して楽しめるように

　たびら昆虫自然園で、田平町の赤木コーセイ株式
会社から同園を管理する平戸市振興公社に対し、目
録が贈呈されました。
　赤木コーセイの黒崎美樹副社長は「本社は園の
オープンと同じ1992年に創業したという縁がある。
子どもたちが、安心・安全に楽しめるよう、池への
落下防止の設備や遊歩道の整備などに役立ててほし
い」と話しました。
　同園は今年７月で開園30周年を迎え、１年を通
してさまざまなイベントを企画しています。
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